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 長期ビジョン「マルティプライビジョン 2030」策定のお知らせ  

 

このたび当社は、2030年度を目標年度とする長期ビジョン「マルティプライビジョン 2030」

を策定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．長期ビジョン策定の背景と目的  

当社グループは、将来の長期的な経営環境について、新型コロナウイルス感染症の

ような想定外のパンデミックや、加速度的に進展する DX、温室効果ガスの排出を全体と

してゼロにするカーボンニュートラル社会への変遷、人々の生活スタイルの多様化など、

不確実で先が読みにくい時代が続くものと認識しています。 

このような環境認識のもと、サステナブルな成長を実現するため、従来の積み上げ方式

による計画ではなく、バックキャスト発想で８年後の当社グループのありたい姿を見定め、

長期ビジョン「マルティプライビジョン 2030」を策定いたしました。 

これは、私たちがありたい姿を掲げ、当社グループとして価値観を共有し、また組織力の

向上を図ることを目的としています。 

私たちは、経営理念「地域のヘルスケアに貢献する」を念頭に、持続成長可能な社会を

実現すべく、すべてのステークホルダーへの価値創造に取り組みます。  

 

 

「マルティプライビジョン 2030」 

私たちは、持続的なヘルスケアサービスを提供し、予測困難な時代に対応

するレジリエントカンパニーとして、サステナブルな社会に求められる新たな価

値を創出し続け、中核事業と新規事業の掛け合わせ（マルティプライ）による

加速度的な成長を目指します。 



２．「マルティプライビジョン 2030」概要  

➣経営理念（価値観） 

地域のヘルスケアに貢献する 

➣ミッション（存在意義） 

新しい時代に向けた商品やサービスの開発に務め、医療機器販売事業を基軸に、患

者様や人々の QOL（クオリティオブライフ＝生活の質）を向上させる取り組みを、九州

から全国へ発信し、サステナブルな社会に向けて、医療・福祉・介護・在宅医療などの

ヘルスケア領域の明日を支えるトータルヘルスケアサポート企業であり続ける。  

➣長期ビジョン（ありたい姿） 

私たちは、経営理念、ミッション、そして 2030 年度にありたい姿をもとに、長期ビジョン

を策定しました。 

 

３．当社グループが目指す事業領域  

中核事業との親和性が高い事業の拡充を図り、企業価値の持続的な成長を目指します。  

 

 

４．当社グループの成長戦略の骨子  

中核事業との連携を図りながら、新たな事業ポートフォリオの構築を通して、積極的な価値

創出を目指します。 

 

当社グループは、中期経営計画に掲げるマテリアリティに取り組み、2030 年度のありたい

姿の実現に向け、マルティプライビジョンに取り組んでまいります。 

以上 


